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(様式４) 

平成 30年 1月 15日 

 

  平成 29年度 第２回 大阪市立安立小学校 学校協議会 実施報告書 

    

校園名  大阪市立安立小学校 

 

                           校園長名 校長 佐藤 英明   

 

日 時  平成 29年 12月 13日（水）  午前 10時～11時 30分（1時間 30分） 

場 所 大阪市立安立小学校 校長室 

出 

席 

者 

委員 

など 

中野紀久雄(会長)  大津 隼男(委員) 長谷 克己（委員）  谷 勝郎（委員）  

三宅 知子(委員)   東 壮一(委員)    樋口 尚久（住之江中校長） 

校園 
佐藤 英明(学校長)  田中 秀樹 (教頭) 

山本 彰史(教諭）     

区役所 尾田 晃敏 (区政策推進室 教育担当課長) 

議題 

(1)「運営に関する計画」中間評価について 

(2) 「全国学力・学習状況調査の結果」について 

(3)「学校支援活動」と「学校の現状」について 

(4)その他 

協議 

要旨 

協議の結果 意見の概要 

(１) 

 

 

 

(2) 

 

 

 

(3) 

 

 

 

(4) 

 

 

 

(5) 

「運営に関する計画」について 

市平均、全国平均に近づきつつ

ある。学力を高めるために、さら

なる努力が必要である。 

「全国学力・学習状況調査」につ

いては、二極化されているので言

語活動を取り入れ底上げを図っ

ていく。 

「学校支援活動」について 

 地域の協力により、見守り活動

やゲストティーチャー、読み聞か

せなど今後も継続して取り組む。 

「学校の現状」については、子ど

もを取り巻く家庭環境の情報共

有を行い、学校と地域で連携して

いく。 

安全ルールの承認を得られた。 

○学力を高めるために、知的好奇心と自尊

感情の両輪で高めていくことが必要であ

る。 

そのために、ICT 機器の活用や学び方の工

夫が必要である。 

○言語活動をより多く取り入れ、コミュニ

ケーション力を高めてほしい。小中連携し

て、自律的な学びにつながるよう児童の学

習環境を整えてほしい。 

〇学力を高めるためには、保護者の意識の

改革も必要である。「子ども食堂」を立ち上

げるので学校にも協力をお願いしたい。 

○学校教育活動を地域で支えるので、大雨

や地震などの緊急災害時に協力できるよう

な地域の人材・ネットワークを作ってほし

い。 

○登下校時や放課後等子どもの様子の見守

りを行っていく。 

協議 

資料 

・「運営に関する計画（中間評価）」・学力学習状況調査の結果 

・学校安全ルールの案 

備考 

傍聴者[ ０]名     

 

 


